
　緊急時に助け合うのは同じ県民として当
然のこと。松山市が渇水などの危機に陥っ
た際の支援・協力は惜しまない。新たな支
援策の締結などにより、松山市の不安を解
消する。

　西条市地下水保全協議会では「分水する提
案は容易には受け入れられない」と協議結果
の意見書を提出。西条市議会でも「分水につ

ながる提案には応じない」と「『水の都』西
条の水を守る決議」を可決した。「地下水シ
ンポジウム」でも多くの市民の関心が伺えた。

○�月間降雨量の差の拡大・森林荒廃などに
伴う河川流量の低下
○�過剰揚水に伴う地下水位や自噴量の低下
○�塩水化の進行や、硝酸
　態窒素濃度の高まり
平成17年の渇水時の新町川
（総合福祉センター前）▶

水没前の黒瀬村。300
人余りが地域発展のた
めに故郷を離れた▶

◀（左から）意見書を渡す川勝
健志協議会会長。市議会では
全会一致で決議が可決。シン
ポジウムには約300人が参加

平成６年の渇水時の松
山市などへの救援水▶

　「この地域が発展するのであれば」と、
ダム建設のために立ち退いた黒瀬地区の住
民の思いをないがしろにはできない。

　
３
月
28
日
、
愛
媛
県
か
ら
の
「
西
条
と
松
山
の
水
問
題
に
対
す
る
六
つ
の
提
案
」
へ
の

回
答
を
行
い
ま
し
た
。
分
水
に
つ
な
が
る
こ
の
提
案
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
、
松
山
市
が
異

常
渇
水
に
陥
っ
た
場
合
の
新
た
な
支
援
策
の
提
案
を
行
い
た
い
な
ど
の
内
容
を
盛
り
込
ん

で
い
ま
す
。
地
域
の
水
を
み
ん
な
で
守
る
た
め
に
、
ま
ず
、
現
状
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
回
答
は
、
西
条
の
水
問

題
の
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
。

　
水
環
境
の
悪
化
は
、
生
活
に
影

響
を
及
ぼ
す
深
刻
な
問
題
で
す
。

解
決
に
は
、
現
状
を
知
り
、
ど
こ

に
問
題
が
あ
り
、
今
後
ど
う
対
応

す
べ
き
か
、
市
民
み
ん
な
で
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
市

で
は
、
情
報
提
供
や
意
見
を
聞
く

た
め
の
場
と
し
て
、
出
前
講
座
な

ど
を
行
い
ま
す
。
自
分
事
と
し
て

積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
限
ら
れ
た
資
源
の
地
下
水
を
守

り
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
、
み
ん
な
が
一
丸
と
な
っ

て
行
動
を
起
こ
す
の
は
今
で
す
。

　
回
答
の
全
文
や
、
玉
井
市
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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３
８
２

こ
れ
か
ら
が
本
番
！

市
民
み
ん
な
で
や
ら
な
い
か
ん

水
問
題　
西
条
市
の
回
答

○�西条・松山両市の水問題（※）
を一緒に解決する
○�西条の水文化を将来にわた
り守るため県営黒瀬ダムの
具体的活用方策を検討する

○�黒瀬ダムの水を両市で使用
する場合は、渇水時の西条
市優先をルール化する

○�松山市は平常時、黒瀬ダム
からの取水を抑制する

○�松山市も水源涵
かんよう
養のため黒

瀬ダム上流で森林整備する
○�両市が共に発展するため、
市民、産業・経済界などの
交流・連携を推進する

平成27年８月 愛媛県からの六つの提案

　西条市では、市民・事業者・行政が一丸
となって、地下水保全のために取り組む。

　黒瀬ダムや加茂川の河川管理者である県
へ、協力・調整をお願いする場合もある。

分水につながるものと考えられるため応じることは困難

松山市への支援策を確立

黒瀬ダムの本来の目的は
西条・東予圏域の発展

西条市民は、できることから
保全のための取り組みを

それでも足りなければ
県への協力依頼も必要

西条の地下水にも課題がある

西条市からの回答

１ ２

３

４

５

６

詳しい
情報は

※西条市：地下水の塩水化、松山市：恒常水源の確保

102019. ６　広報さいじょう
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